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研究成果の概要（和文）：本研究は退職後男性が「地域の担い手」として活躍できる方法を明らかにし、退職者
等を中心とした認知症者の見守り・予防等、互助のコミュニティ構築を目指すことを目的とした。退職後男性の
健康維持を促し、エンパワメントを高める健康づくり・認知症予防の事業を長期に行った。プログラムは実践的
で、参加者同士の交流が促進する内容とした。最終的には地域において仲間や友人と実施する人が増え、地域交
流を増加させる人材育成につながり、退職後男性のコミュニティ回帰を促進する基盤をつくることができた。

研究成果の概要（英文）：The goal of this study was twofold: first, to identify ways in which retired
 men can play an active role as "community leaders"; and second, to build mutual aid communities 
centered on retirees and others for the care and prevention of dementia. A long-term health 
promotion and dementia prevention program was implemented to encourage health maintenance and 
empowerment among retired men, and it was designed to promote interaction among participants. 
Ultimately, it led to more people implementing the program with friends and peers in their 
communities, fostering community engagement and creating a foundation for retired men to return to 
their communities.

研究分野：公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
退職後男性参加者の意見を反映させたプログラムを用いて実施評価していくアクションリサーチの手法を用い
た。専門家によるプログラム提供から男性参加者の目線を取り入れた計画、実施、評価の繰り返しによる実際的
な問題解決を図ることができた。加えて住民の主体性が芽生え、男性参加者のコミュニティエンパワメントにつ
ながった。
共助意識を高める要因は平時からの近所付き合いが災害時の共助につながることも示唆された。保健師が地域の
ソーシャルキャピタルを活用し、住民の自助共助感を促進するための具体的な介入方法を提案できた。退職後男
性が地域の担い手として高齢者支援、孤立予防を地域全体で支え合う仕組み構築の一助につながった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
わが国の高齢化の進展で人口が減少し、要介護者・認知症により支援を必要とする高齢者
の数が益々増加し、地域の要見守り高齢者も増加する。自治体では様々な健康づくりや認知
症予防事業が行われ、企画運営は保健師を中心として行われている。しかしながら、参加者
は女性高齢者が多く、定年退職後の 60歳代男性の参加が少ない。そのため、厚生労働省の
新オレンジプランによる認知症サポーター養成や認知症予防事業は対象が限られ効果的と
は言いがたい。参加者自身が自分に適した生活と健康管理の方法を習得することで、認知症
発症のリスク低減に有効であるが、参加しないことには効果はない。今後どうすれば定年退
職後の男性の参加が促進されるかは課題になってくるといえよう。 
退職後の男性の多くは仕事中心の生活を送ってきたことで、地域とのつながりをもって
いない場合が多い。外に出る機会が少ないと社会的に孤立しやすく、心身の健康を損ねて要
介護状態に陥り、認知症発症のリスクも高くなり医療経済への影響が大きい。退職後の男性
は地域を支える「新たな担い手」としての活躍を期待されている。仕事で培われた潜在力を
地域の認知症啓発・予防事業の活動に活かすことができるため、男性退職者のマンパワーは
重要な意義をもっている。こうしたポテンシャルを地域の再生・活性化に貢献できる人材と
して活躍できるようなしかけづくりが必要不可欠である。 
近年では団塊世代が 75歳以上に到達し介護・医療費等の社会保障費の急増が引き起こさ
れる「2025 年問題」に対する評価研究も行われている。その特徴は、自治体で行われる定
年退職後の男性向けに健康づくりや認知症予防の観点から、定年退職者の社会参画や地域
参加を目的とした支援の必要性が示唆されている。しかしながら、これらを実証した研究は
あまりみられない。本研究は、定年退職後の男性の健康維持を促す介入を先行研究の知見を
参考にしながら実践、検証することで、公衆衛生看護学分野における根拠ある実践と評価に
関する一資料として寄与すると考えられる。 
大量退職時代を迎え、重要なコミュニティの担い手である退職者の健康維持と社会参加
の必要性がうたわれている。本研究は退職後男性が健康づくりや認知症予防事業に参加す
るための効果的な方法を明らかにするとともに、退職後男性のエンパワメントを高めるこ
とを目指した。加えて退職者等を中心とした認知症者の見守り・予防等、互助のコミュニテ
ィを構築する観点からも有用な研究成果が期待されるものである。 
 
2.研究目的 
本研究では、退職後の男性が地域を支える「新たな担い手」としての活躍できる方法を明
らかにし、退職者等を中心とした認知症者の見守り・予防等、互助のコミュニティ構築を目
指すことを目的とした。この目的を達成するために、定年退職後の男性の健康維持、エンパ
ワメントを高めることをねらいとした健康づくり・認知症予防のための介入を試行し、実践
されたプログラムの効果を量的に分析した。これらのことから、保健師が地域のソーシャル
キャピタルを活用した、住民の自助共助感を促進するための具体的な介入方法を提案でき
たと考えられる。 
 
 



3.研究方法 
1)退職後男性は自助、共助についてどのようなイメージをもっているか、どのような取り組
みをイメージするか質的帰納的分析により自助、共助の概念を整理した 
2) 自治体の A地区小地域の住民の平常時の共助感（助け合い）の状況と認識について 1,475
人に自記式アンケー調査を実施した。 
3)共助意識（相互扶助）とその関連要因についてのパイロット研究を行った。  
4)自治体において退職後男性の健康維持を促し、エンパワメントを高める健康づくり・認知
症予防の事業を長期に行った。加えて、アクションリサーチの手法を用いて実践されたプ
ログラムの効果を量的、質的に分析した。 
 
4.研究成果 
1)自助共助の概念整理 
これまでの研究フィールドとして関わっている自治体との協働で実施している退職後の
男性を対象とした健康づくり・認知症予防事業を展開した。事業の参加者、および連携して
いる自治体保健師より紹介された男性高齢者 14人を対象に、インタビューガイドを用いて
半構造化面接を実施した。インタビュー調査は自助、共助を対象者の視点から、その概念を
明らかにしていくための基礎資料を得ることを目的とした。インタビュー内容は自助、共助
についてどのようなイメージをもっているか、どのような取り組みをイメージするかにつ
いてである。質的帰納的方法により過疎地域の住民の自助の認知は 67 文節から構成され、
22 カテゴリが抽出された。共助の認知は 150の文節から構成され、39のカテゴリが抽出さ
れた。自助は、自分を「助ける」「守る」「コントロールする「自分のことは自分でする」な
ど自分を基本とした行動、姿勢であった。さらに「人と関わること」と他者との関わりから
自身をコントロールすると捉えていた。共助は、自身が元気であることなど「自分が共助の
基本となる」とした。「他の人を気にかける」「普段からの人間関係は支え合いをつくる」「皆
が相互扶助の考え方を意識することが大切」と捉えていた。 
 
2)共助感の状況と認識 
共助（助け合い）は地域の自主的な防災対策につながることから、まずは、フィールドで
ある自治体の A 地区小地域の住民の平常時の共助感（助け合い）の状況と認識を明らかに
することを目的とした。1,475 人に自記式アンケー調査を実施し高校生から高齢者まで 909
人から回答が得られた。特に 60 歳代は「見守り」についての役割認識が高く(25．8％）「見
守り」の対象者は 70 歳代が多かった（35.5％）。加えて、災害が起こった際の避難時に声を
かけなければいけない人々の存在を知っており（ｐ＝0.023）、防災には共助（助け合い）が
必要（ｐ＝0.035）という結果であった。これらのことから、共助感（助け合い）の認識を
もっている人は、平常時から災害時に助け合うための基盤となる関係を気づいていること
が明らかになった。保健師は、平常時の保健活動において、災害時に備えるための共助感（助
け合う）認識を高めることを意識した平常時から住民間の交流を促進していく必要がある
ことが示唆された。 
 



3)共助意識（相互扶助）とその関連要因 
①共助意識（相互扶助）の認識状況 
6 割以上の対象者が「住んでいる地域に共助意識（相互扶助）がある」と回答した。 
隣人との関係が親密であるほど、共助意識（相互扶助）が高い傾向にあることが明らか
になった。  
 ②共助意識（相互扶助）に影響を与える要因 
  家族構成、地区の治安・防災・支援への満足度、買い物の手伝いを頼めること、隣人
との関係の親密さが共助意識（相互扶助）に関連していた。加えて、「お互いの家を訪
問する」「通りすがりに話をする」などの交流が共助意識（相互扶助）を高める要因と
して重要であることが示唆された。 
③年齢による相違 
70 歳未満の住民は共助意識（相互扶助）が高く、支援者としての役割を自覚してい
る割合が高かった。70 歳以上の住民は「支えられる立場」と認識する傾向があること
が明らかになった。 
④防災・治安への満足度と共助意識（相互扶助）の関係 
  地区の防災や治安に満足している住民ほど、共助意識（相互扶助）が高かった。 
⑤ロジスティック回帰分析結果 
  共助意識（相互扶助）に関連する要因としては、70歳未満であること（OR：1.949）、  
 買い物を頼めること（OR：1.624）、隣人との親密な関係（OR：10.297）であった。 
これらの結果から、地域住民の共助意識（相互扶助）を高めるためには、平時からの
隣人との交流促進や防災・治安対策の改善が重要であることが示唆された。 
 
4)男性退職者のコミュニティ回帰を促進プログラム評価 
自治体では退職後の男性のコミュニティ回帰を促進する基盤をつくるために、男性を
対象に事業を長期におこなっている。参加者の変化はあるものの、広域な町内に分散して
いる参加者の交流ができるようになった。事業では、参加者の交流が促進するプログラム
をおこない、その効果を明らかにした。 
 
5.考察 
プログラムは実践的で、参加者同士の交流を促進するような内容とし、地域でも仲間や
友人とやってみたい人が増え、地域交流を増加させる人材育成につなげることが最終的
な目的とした。さらに、自助共助の特徴を探索し明らかにするために、健康づくり推進員
の研修会において、災害における自助共助について講座を行った。講座の中で行われたグ
ループトークでは、自助、共助についてのイメージは震災などの災害を経て、社会的に広
く認知されてきているものの、実際には、町内会などの共助による組織活動の取り組みが
弱体化している実態や課題について把握することができた。最終的には地域において仲
間や友人と実施する人が増え、地域交流を増加させる人材育成につながり、退職後男性の
コミュニティ回帰を促進する基盤をつくることができた。 
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